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産業領域スーパーバイザー養成講座

2026年度

 　産業領域で働くカウンセラーや心理支援の専門職(以下、心理職)に求められる知識やスキルは、年々多
様化してきています。しかしながら、個々の心理職の経験や技能のばらつきが大きく、資格では品質が

担保できないこと、それにより職域拡大が阻害されていることなどが懸念されています。

 　スーパービジョン(以下、SV)の場でケースを振り返り、スキルを磨くことは心理職の育成すなわち相
談対応の品質の向上につながります。しかし、スーパーバイザー(以下、SVor)になるためのトレーニング
機会は少なく、多くの場合自らの経験と知識の中でSVを行っているのが現状です。
　産業領域におけるSVorに必要な知識とスキルを⾝につけ、⼼理職の育成を⾏える⼈材を増やすことを
⽬的として、講師陣たちは2020年度より「産業領域スーパーバイザー養成講座」を開催しています。現
在SVをしていてさらに知識や技能を⾼めたいと考えている⽅、今後SVをしたい⽅などの受講をお待ちし
ております。

講座の構成
産業領域におけるSVorに必要な10のコンピテンシー（坂井ら(2015)をもとに

       有識者で検討）に沿って、SV事例の検討、講義を通して知識を習得します。
一定のルールを設けた安心できる環境下で、リフレクティブ・プロセス  

　   の手法を⽤い、役割に分かれたSV実践を通してSVの技術を習得します。
講座スケジュール(全7日)・講師の詳細は裏面を参照してください。

  ※  講義内容の順番は、事情により入れ替わることがあります。

場所
最終回のみ(3/6)は集合形式での実施、会場は23区内を予定しています。
詳細は受講者に追ってお知らせします。それ以外はオンラインでの開催

予定です。

対象・定員
応募要件：基本的に以下のすべての要件を満たしていること。

なお、要件1と2についてどちらか一⽅しか満たしていない⽅、要件5について全⽇程に参加できない
可能性がある⽅はご相談ください。

定員：10名(最少催行⼈数7名)

　1. 現在産業領域の実務に就いており、かつ6000時間以上の産業領域での実務経験(例；週20時間
　　勤務で6年間働いた)を有する方。
　2. 臨床心理士、公認心理師、精神保健福祉士、１級・2級キャリアコンサルティング技能士、シニ
　　ア産業カウンセラー、CEAPのいずれかの資格を有している方。
　3. 上記2以外の関連資格保有者で上記の資格と同等の研修、学会参加、SV経験を有している方。
　4. 10時間以上のSVを受けた経験を有する方(グループSVも含む)。
　5. 基本的に7日間の講座の全⽇程に参加可能な⽅（やむを得ない場合、講義は複数年受講可）。

参加費(全日程分)
日本EAP協会会員：事前申し込み＆入金   70,000円

上記以外 ：事前申し込み＆入⾦ 100,000円



申し込み・参加の決定
申込み用アドレス(下記)宛に、件名に「産業領域スーパーバイザー養成講座」申込みである旨を
記載のうえ、別紙の応募用紙をお送りください。

なお、応募用紙のファイルについては、ファイル名末尾に⽒名を記載してください。

個人情報保護のため、任意のパスワードを設定した上で別のメールでパスワードをお知らせください。

 　申込み先：sangyocp.sv@gmail.com
 　締め切り：2026年5月31日(⽇)
応募用紙に記載の内容をふまえ、6月30⽇(⽕)までに参加の可否、振込先などをご連絡します。
参加費振込確認を経て、参加決定といたします。

※全日程に参加された⽅は⽇本公認⼼理師協会「テーマ別研修」（5ポイント）として登録予定です。
※条件を満たした場合には臨床心理士資格更新ポイント
 （各日程2ポイント_第4群ワークショップ型研修）を申請予定です。

講座スケジュール　
※終了時間について：受講者数により、リフレクティブSVの回数および終了時間が変更になることが
あります。変更時は、参加の皆様と相談します。

※講座の全日程参加者は、講座終了後に、各講義での事前課題の内容および提出された小論文の内容を
日本EAP協会の修了判定会議で検討したうえで、修了認定証をお送りいたします。
（本講座における「修了証明証」はスーパーバイザーとしての力量ではなく、学習の修了を保証しています）

講師など(五十⾳順)
※経験年数は2026年4月現在のものです。
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